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戦略マップ2025
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健康投資
健康投資効果

健康投資施策の取組状況に
関する指標

従業員の意識変容・行動変容
に関する指標

健康関連の最終的な目標指標

健康経営で解決したい
経営課題

健康経営課題

従業員の生産性の向上

アブセンティーズム損失
の低減
プレゼンティーズム損失
の低減

従業員エンゲージメント
の向上

生活習慣病リスク有所
見者の削減

運動習慣対策

食生活改善対策

喫煙対策

ストレス対策

労働時間適正化
対策

ウォーキングキャンペーン
の実施

健康に配慮した食事
の提供

禁煙サポート
の実施

メンタルヘルス研修
の実施

ノー残業デーの実施

適正体重維持者率
の向上

運動習慣者比率
の向上

健全な食生活者比率
の向上

喫煙率の低下

高ストレス者比率
の低下

残業時間の削減

睡眠対策
睡眠改善研修

の実施
良好な睡眠比率

の向上

健康に関する
施策を実施す
ることで、社員
が心身ともに健
康であること

ワーク・ライフ・
バランスの
推進として
勤務環境
の改善

ダイバーシティ
の推進として
多様な人材
が活躍できる
風土作り

企業価値

お得意先・地域
社会・社員の協業
のもと、新しい価値

を創造

社会的価値

お客様への喜び
と満足の提供を通
じて、豊かな暮らし
の実現に貢献

三協立山株式会社は健康経営宣言のもと、社員が安心して健康で働きやすい職場環境を築くために、健康経営を推進しております。
従業員およびそのご家族を含めたステークホルダーの皆様にも、この活動を理解していただきたく、「三協立山健康経営戦略マップ」を公開いたします。

メンタルヘルスケア活動
の推進

ヘルステラシーの向上

生活習慣病対策

計画的な休暇取得
促進活動実施

年次有給休暇取得
の向上

2025年度は従業員の業務上の事故撲滅、体調不良による注意力・生産性の改善に影響が大きいと考えられる睡眠対策、ストレス対策、
運動習慣対策に対して目標値を定め、重きをおいて実施していきます。

ワークライフバランス
の推進
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戦略マップ2025-1（睡眠に注目したサブ戦略マップ）

2025年度は継続して従業員の業務上の事故撲滅、体調不良による注意力・生産性の改善に影響が大きい
と考えられる睡眠対策、ストレス対策に対して目標値を定め、重きをおいて実施していきます。

良好な睡眠者
比率
の向上

病気による欠勤・休職
改善

アブセンティーイズム損失の低減

業務パフォーマンスの
改善

プレゼンティーイズム損失の低減

仕事に対する熱意

ワーク・エンゲイジメント

産業事故撲滅

休業度数率（災害）改善

高ストレス者比率の改善

作業ミスや事故発生の
削減

寝る目的での飲酒を避ける
寝酒をやめよう

生活習慣
の見直し

ほぼ同じ時間に起きる
起きたら太陽の光を浴びる

できるだけ人と接する

寝る1時間前はタバコを吸わない

寝床で悩み事をしない
眠れない時は

一度寝床から離れて気分転換

ストレス軽減
の習慣づくり

規則正しい３度の食事
特に朝食は抜かない

寝つきの満足度
熟眠の満足度
業務中のすっきり度
（疲労・眠気）

きっかけづくり

ストレスチェック
高ストレス者比率
総合健康リスク

生活習慣病リスク
有所見者の削減

閉塞性睡眠時無呼吸
早期発見

ストレス軽減方法の実践

職場でも活動的に
１日6,000歩以上

残業時間の削減
月80時間超を０人に

疲れを引きずらな
い睡眠時間確保

残業時間の削減
平均残業時間14時間以下
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